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第577号

【珠洲と私】

　菊池会長には奈良日独協会で大
変お世話になっており、今年３
月、天理で能登半島地震の復興支
援行事を開催した際にもご支援い
ただきました。心から感謝申し上
げます。
　私は愛知県生まれですが、１歳
になるかならないかの頃、左官職
人だった父が高所から落ちて働け
なくなり、母も幼い姉と私を抱えて
いたため、一家４人、石川県珠洲
市にある父の実家に身を寄せまし
た。平時忠が配流され、揚げ浜式
の製塩が継承されている珠洲市大
谷町という所です。ここで３歳まで
暮らし、その後金沢で育ちました。

　父は家庭を顧みない人でした。
母に生活費を僅かしか渡さず、高

価なものばかりツケで買ってきま
す。盆正月に加え、春は山菜採

鯉のぼりミニフェスティバル（令和７年５月・大谷町）で太鼓を叩く若い移住者

　火曜午餐会第１例会を10月７日に開催した。講師の中祢氏
は、1965年愛知県生まれ。生後まもなく石川県珠洲市に移り
３歳まで過ごした後、金沢で育つ。金沢大学文学部、同大学
院を経て、北海道大学大学院文学研究科博士後期課程（独文
学）を中退。1995年金沢大学文学部助手。1997年天理大学国
際文化学部ドイツ学科専任講師。現在は同大学国際学部国際
文化学科教授。専攻はドイツ語圏の文化、独仏文化交流史。
多文化共生論。学生時代にドイツレーゲンスブルク大学およ
びハンブルク大学に留学。奈良日独協会理事（事務局長）、関
西珠洲会幹事。

珠洲に惹かれて
－能登半島地震で広がった世界－
天理大学国際学部・教授／奈良日独協会・理事事務局長／
� 関西珠洲会・幹事　中祢勝美 氏
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弁護士法人

弁護士　川﨑 祥記　　弁護士　前川 典彦
弁護士　片山 賢志　　弁護士　大寺 健太

◆相続・遺言　◆企業経営法務　◆交通事故　◆離婚　
◆不動産　◆医療法務　◆債権回収　◆訴訟・法律相談全般

TEL （0742）22-9000
奈良市花芝町 9 番地の 2　川﨑ビル

川﨑法律事務所
奈良 川﨑法律事務所　検索

本　社
〒630-8141 奈良市南京終町 2 丁目 269 番地 

毎週月曜定休日 ( 祝祭日を除く )
☎:0742-61-3301

お客様相談室 :0120-288-770(ﾌﾘｰｺｰﾙ)

り、秋はキリコ祭り。家族にも告
げずよく帰省していました。母を
泣かせる父への反発から、珠洲は
好きになれませんでした。
　大人になってから、珠洲は葬儀
に出かける場に変わりました。叔
父や叔母の訃報が入るたびに慌て
て喪服を整え車を飛ばすのです。
親族が集まると話題は自然と血縁
関係に及びます。私は家系図を作
り始めました。その後、戸籍謄
本、菩提寺の過去帳、祖父の遺品
から出てきた賞状や江戸末期の検
地の記録などからファミリー・ヒ
ストリーが見えてくると、奥能登
の山里で命を繋いできた祖先に対
して、私の中で愛おしさが灯り始
めました。

【地震で広がった世界】

　令和６年能登半島地震の翌月、
大谷町出身の報道カメラマンから
「関西珠洲会」の存在を教えら
れ、迷わず入会しました。珠洲市
にルーツをもつ関西在住者でつく
る団体です。９月の奥能登豪雨の
後、何かせずにはいられず、生ま
れて初めて募金をお願いする側に
立って街頭募金に参加しました。
他にも珠洲から関西に二次避難し
てこられた方々とのふるさと集
会、珠洲を舞台にしたドキュメン
タリー映画の上映会等を通じて、
多くの方と繋がりができました。
珠洲にも通うようになり、今や珠

洲全体がファミリーになったと感
じるほど世界が広がりました。

【珠洲の魅力】

　第一の魅力は豊かな歴史。これ
には奈良も深く関わっています。
「スズ」には、「須須」、「鈴」、
「都都」など様々な表記が存在し
ますが、平城京遷都直後の713（和
銅６）年、「国・郡・郷名に好字
を付けよ」との命が下され、718
（養老２）年、「珠洲」の表記が
初めて文献に登場しました。
「珠」は貝類の体内に産する丸い
玉（真珠）、「洲」は中洲の意。８
世紀半ば、越中の国司を務めた万
葉歌人の大伴家持も、「珠洲の漁
師が潜って採るという真珠を、都
にいる妻に送りたい」と詠んでい
ます。

　二つ目は「居住者と移住者のい
い関係」。地震と豪雨の後、大谷
町では人口が激減するなか、ボラ
ンティア活動で通ううちに、助け
合いながら前を向いて生きる住民
の姿に魅力を感じて移住を決断し
た若者が数名います。今では住民
も、移住者の力がなくては復興は
進まない、と彼らに全幅の信頼を
置いています。
　第三の魅力は、「人の素朴さと
優しさ」。幼少期にしか住んでい
なかった私に対しても、地元の皆
さんは優しく包み込むように「来
年の祭りには是非故郷へ！」と声
を掛けてくれます。絶やしたくな
い能登の里山。リタイア後の移住
も視野に入れながら、引き続き珠
洲と関わっていきたいと考えてい
ます。

大谷町・中山神社での秋祭りの様子（令和７年９月）
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そ７メートルもある大きなお姿で
いらっしゃいます。毎年一定期間
のみ行われている特別御開帳の時
のみ、お出ましになります。

【本堂・国宝 蔵王堂】

　本堂は、国宝の蔵王堂で、木造
の古建築としては、東大寺様の大
仏殿に次ぐ大きさを誇ります。つ
まりは、日本で２番目の大きさと
いうことになります。現在の本堂
は、天正20年（1592）に豊臣秀吉
公によって再建されたものです。

【世界文化遺産
「紀伊山地の霊場と参詣道」】

　平成16年（2004）、金峯山寺を
含む吉野大峯が、和歌山県の熊野
と高野と共に、ユネスコの世界文
化遺産として登録されました。道

【金峯山寺について】

　金峯山寺は、奈良県のほぼ真ん
中、吉野郡吉野町吉野山にありま
す。修験道の開祖とされている役
行者（えんのぎょうじゃ）様に
よって、７世紀後半に開かれたと
伝わる修験道の根本道場です。
　修験道とは、古くから日本に伝
わる山岳信仰に、神道や仏教、道
教、陰陽道（おんみょうどう）な
どが入り混じって成立したとされ
る、日本固有の民族宗教です。修
験道の信仰者のことを、山伏（や
まぶし）と言います。
　延元元年（1336）には、後醍醐
天皇が吉野朝廷、いわゆる南朝を
開かれ、正に歴史の舞台となった
寺院でもあります。
　現在の金峯山寺は、金峯山修験
本宗（きんぷせんしゅげんほん
しゅう）という仏教宗派の総本山
となっています。

【秘仏ご本尊
� 金剛蔵王大権現様】

　ご本尊は、開祖役行者様が祈り
出された金剛蔵王大権現（こんご
うざおうだいごんげん）様です。
祈り出されたそのお姿を、役行者
様が最初に山桜の木に刻まれたこ
とから、吉野の人々は桜をご神木
として大切にしてきました。吉野
が日本一の桜の名所たる所以はこ
こにあります。
　同じお姿三尊で秘仏としてお祀
りされており、それぞれが、およ

の世界遺産としては２例目で、
「大峯奥駈道（おおみねおくがけ
みち）」は修験道の修行の道とし
て、今もなお、山伏修行が続けら
れている、いわば、生きた修行道
であります。

【金峯山寺の修行】

　現在、金峯山寺で行われている
修行の内、代表的なもの二つをご
紹介します。一つ目は、「大峯奥
駈修行」です。吉野から熊野まで
の約170キロメートルの道程、世
界遺産にも登録された大峯奥駈道
を８泊９日で修行します。二つ目
は「大峯百日回峯行」（おおみね
ひゃくにちかいほうぎょう）で
す。吉野山の金峯山寺から直線距
離で南に約24キロメートル、そこ
は役行者様が蔵王権現様を祈り出
されたと伝わる山上ケ岳（標高

　火曜午餐会10月第２例会を10月21日に開催した。講師の五
條師は、昭和52年（1977）大阪府生まれ。平成11年金峯山寺
に入門。平成21年大峯百日回峯行満行。平成25年金峯山寺一
山妙法院住職。金峯山寺教学部長などを経て、平成27年に金
峯山修験本宗 宗務総長／総本山金峯山寺 執行長に就任され
現職。現在も奥駈修行などの入峯修行を通じて修験道の実践
を心掛けておられる。

金峯山寺の修験道
～祈りの大いなる可能性～

総本山 金峯山寺 執行長　五條永教 師

険しい山道を進む大峯奥駈修行
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第４回親睦ゴルフコンペを開催

1719メートル）山頂です。この道
程を、始めの50日間は片道（24キ
ロメートル）、残りの50日間は往
復（48キロメートル）するという
修行です。

【祈りの大いなる可能性】

　金峯山寺では、毎日、一日も欠
かすことなく、「みんながよくな
りますように」と祈り続けていま
す。当山の五條良知管長猊下が
「とも祈り」と名付けて、「みん
な、ようなれ！」をスローガン
に、ともに、つまりは、みんなで
一緒に、何もかも全てがよくなり
ますように、祈りましょうという
ことで、宗教の枠を超えたところ
で、金峯山寺を挙げて、積極的に
実践をしております。やってみれ
ばわかる。やってみなければわか
らない。とにもかくにも、やって
みなさい。これこそが、役行者様
の教えであり、修験道の精神であ
ります。祈りの効果については、
多くの研究者が認めるところでも
あり、その大いなる可能性は、未

来に向かっての正しい方向性を見
出すものであると信じて疑いませ
ん。
　何をも悪にすることなく、貶め
ることなく、その理想に到達しな
いまでも、たとえ少しずつでも近
づいていくことなら出来るはずで
す。

　「みんながよくなりますよう
に」この単純明快なる想いを持っ
て、それぞれが生きることは、も
うそれだけで立派な祈りなので
す。さっきより、よくなっている
のです。ともの祈りをお願いしま
す。

春の金峯山寺蔵王堂
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令和７年11月の予定 ※予定は変更になる場合があります

【火曜午餐会】�第１、第３火曜日を定例に、12時15分から火曜午餐会、12時45分から定例講演会を開催
します。

【定例講演会】
　▽第１例会　４日（火）
　　講　師：株式会社 尾田組 代表取締役　尾田安信氏
　　テーマ：「奈良県の建設業の特徴について」
　▽第２例会　18日（火）

　　講　師：奈良大学 副学長　島本太香子氏

　　テーマ：「日本女性会議2025のテーマから（性差医療とリプロダクティブヘルス）」

【視察研修旅行＝会員限定】�27日（木）～29日（土）奈良交通バス「四神」で行く日本平・忍海八海・
美ヶ原・松本への旅を実施します。

【囲 碁 会】�８日（土）、15日（土）、16日（日）、22日（土）の４回、13：00 ～３階会議室で開催し
ます。

【中国語会話教室】�祝日の３日、24日を除く10日（月）、17日（月）の２回、10：00 ～５階小会議室

で開催します。

【ハングル勉強会】�祝日の３日、24日を除く10日（月）、17日（月）の２回、13：30 ～５階小会議室

で開催します。

【無料法律相談室＝会員限定】

　ご希望の方は、顧問弁護士と日程調整致しますので事務局にご連絡下さい。

Naraken Keizai Club 05

お悔やみ 当部会員で、元奈良市議会議員の山本 清氏（奈良市）におかれましては、10月10日に87歳でご逝
去されました。会員一同謹んでお悔やみ申し上げます。
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コーナータイトル『くらぶのわ』は、会員の「輪」・「和」・「話」をイメージしています。

くらぶのわ　第１回〔後編〕

奈良トヨタグループ　代表取締役社長　菊池　攻 氏
� 2025年８月22日、奈良トヨタ田原本本社にて

　　 休日はどのようにお過ごしでしょうか。
私は映画を見るのが好きなので、自宅で黒澤明や小津安二郎の作品、また、男はつ
らいよなどをよく観ます。やはり昭和時代の人情物は心が癒されます。また、読書
も好きです。最近は福島県出身の芥川賞作家である玄侑宗久さんの作品をよく読ん
でいます。

　　 健康のために行われていることがあればお教えください。
年齢を重ねてからは朝の目覚めが早くなったので、５時前後に起床しウォーキングをしています。具体的に
は、若いころから日課にしている瞑想（座禅）を20分ほどして、犬の散歩もあわせて奈良公園から東大寺、手
向山、若草山、春日大社と巡って１時間半ほど歩いています。
散歩はいつも同じコースを巡っていますが、自然豊かな1300年の歴史のある古都の散歩道ってなかなか無い
じゃないですか。だから、すごい贅沢だと思っています。たまたま家が近所だということもありますが、本当
に恵まれていると思います。
ウォーキングは内臓にも良いと言われますし、運動とリフレッシュにもなります。ほぼ毎日歩いていますが、
深酒した翌日はさすがに…（笑）。とにかく、ウォーキングはジム通いと比べても手軽であるところも魅力のひ
とつですね。
あとは、奈良マラソンは2012年から10㎞の部を毎年出場し完走しています。マラソン出場を続けている理由の
ひとつは老化防止と思っています。人間は年齢を重ねれば当然弱ってきますし、老化はやはり足からくるの
で、その度合いを測る目安として、言い換えるとマラソン出場は定点観測的な面もあると思っています。

　　 いつも精力的でいらっしゃいますが、エネルギー（元気）の源をお教えください。
自分の内的な時間、つまり“ひとりの時間を持つ”ということだと思います。現代人は日々ストレスも多く人
間関係も複雑です。そうしたなか、私は瞑想（座禅）や散歩を続けることによって、毎日がリセットされてい
ると思っています。ひとりで歩いていると、グッドアイデアが浮かぶこともあります。１日１日をこうしてリ
セットすることが大事なんじゃないかと思いますね。ひとりでいると色々と気になる事を思い出しがちです
が、瞑想（座禅）や散歩をすることで解決できているのかもしれません。

　　 今後、チャレンジしようと思うことがあればお教えください。
行った事のない場所へ行くとか、した事のない事をするとか、そういった事を増やしていきたいと思っていま
す。行った事のない、見た事もない場所へ行くというのは、非常に楽しいと思います。外国ならば、訪れるこ
とによって日本の良さも分かるし、やっぱり様々な人がいるんだなっていう、“世界観が広がる”ってことが大
事だと思います。旅をしてみれば知ることが多いですね。

　　 座右の銘またはお好きな言葉をお教えください。
私は人と人の縁を大事にしていますので、『尊縁』と『一期一会』ですね。縁を大切にすれば何かが
生まれてくると思うんです。私の仲人である（元）ＮＨＫアナウンサー宮田輝さんが大事にされて
いた言葉です。私もその通りだと思っています。

　　 奈良のお勧め・お気に入りの場所をお教えください。
まずは東大寺二月堂から見る景色です。それから春日大社の龍王社ですね。十数社の小さな神社を
まとめたところで、私自身ここの景色を見て運命的なものを感じ石灯籠を奉納しました。もちろん
吉野山の桜も良いですね。

　　 最後に、倶楽部への想いや伝えたいこと、また、期待することをお教えください。
奈良県経済四団体の中で、唯一、社交の場・サロン的なものが残っており、そこが奈良県経済倶楽部にとって
一番の肝だと思っています。だから、今の午餐会をはじめ講演会など、これからもレベルを高くしていきたい
と思っています。

　　 新コーナー『くらぶのわ』は、会員様の数珠繋ぎを考えています。次回インタビュー会員様のご紹介を 
お願いします。
次は豊澤安男さんにお願いします。私もパワーの源は何か興味があります。また、どのようにリセットされて
いるのかも気になるところです。
� （聞き手：横田敦子、中川雅祥）


